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看護師国家試験
対策講座

◎ 国際看護学概論◎ 災害看護学 Ⅰ

◎ 人間学
◎ 清泉講座
◎ 文化共生論
◎ 情報処理 Ⅰ＊

△ 日本国憲法＊
△ 健康科学＊

△ English Communication Ⅱ＊
△ 英語基礎 Ⅱ＊

◎ 外国語（英語） 2科目★
◎ 外国語（他） 2科目★

△ English Communication Ⅰ＊
△ 英語基礎 Ⅰ＊

◎ キリスト教概論
◎ 現代人の心の問題
◎ 基礎セミナー（クリティカル
シンキング基礎含む）（通年）

◎ 情報処理 Ⅱ

△ 平和と国際協力★ △ 国際関係論★（1科目2単位選択） △ 海外研修 Ⅰ★ △ 海外研修 Ⅱ★

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

●1年次で履修する共通教育科目は、上野キャンパスで受講します。
●災害看護学は全員必修で、延べ105時間受講します。

△ 特別支援教育概論＊
△ 教育方法論＊

△ 教育相談＊
△ 道徳・特別活動・総合的な学習の時間＊

△ 教育・学校心理学＊

◎ 病態生理と治療・薬理 Ⅰ
◎ 病態生理と治療・薬理 Ⅱ
◎ 精神病理と治療・薬理＊
◎ 生涯発達論＊
△ 看護専門英語★ ◎：必修　　△：選択

★：国際看護学関連科目
＊：養護教諭一種免許取得のための必須科目

◎ 病態生理と治療・薬理 Ⅲ
◎ 保健と看護統計学
◎ 保健医療福祉論（医療行政含む）

◎ 小児期看護学演習 Ⅰ＊
◎ ウィメンズヘルス看護学概論＊
◎ ウィメンズヘルス看護学演習 Ⅰ

◎ 小児期看護学概論＊
◎ 基盤成人期看護学演習 Ⅰ
◎ 基盤老年期看護学演習 Ⅰ

◎ 基盤成人期看護学概論
◎ 基盤老年期看護学概論

◎ 基盤成人期看護学演習 Ⅱ
◎ 基盤老年期看護学演習 Ⅱ
◎ 小児期看護学演習 Ⅱ＊
◎ ウィメンズヘルス看護学演習 Ⅱ

◎ 精神看護学演習
◎ 在宅看護学援助演習 Ⅱ
◎ 災害看護学演習 Ⅲ：
防災・減災対策活動

◎ 研究 Ⅰ：理論と方法

◎ 精神看護学概論＊
◎ 在宅看護学援助演習 Ⅰ
◎ 災害看護学演習 Ⅱ：
災害中長期支援活動

△ 国際看護学演習★

◎ 在宅看護学概論
◎ 災害看護学演習Ⅰ：
災害急性期支援活動

◎ 地域看護学概論
（健康相談活動論含む）

◎ 精神看護学実習
◎ 在宅看護学実習

◎ 救急看護学＊
△ 国際・看護海外演習（米国・アジア）★
△ 災害看護学 Ⅱ＊★

◎ 先端医療と遺伝看護学
◎ 研究 Ⅱ：看護研究（通年）
◎ 総合ゼミナール

◎ 看護プロフェッショナル Ⅱ：
看護とリーダーシップ

◎ 生と死の痛みのケアリングコロキウム

◎ 看護プロフェッショナル Ⅰ：
多職種連携と
地域フィールドワーク

◎ 基盤成人期急性看護学実習
◎ 基盤成人期慢性看護学実習
◎ 基盤老年期看護学実習
◎ ウィメンズヘルス看護学実習
◎ 小児期看護学実習＊

◎ 成人期アドバンス看護学統合実習
◎ 老年期アドバンス看護学統合実習

◎ ケア方法論 Ⅲ：コミュニケーションスキル
◎ ケア方法論 Ⅳ：健康回復援助
（診療の補助含む）
◎ 看護管理と医療安全の基礎＊
◎ 基盤基礎看護学実習 Ⅱ
◎ 看護倫理学

◎ ケアリング論＊
◎ ケア方法論 Ⅰ：ヘルスアセスメント
◎ ケア方法論 Ⅱ：ヘルスケアスキル
◎ シミュレーションスキルズラボ演習 Ⅰ
◎ 基盤基礎看護学実習 Ⅰ

◎ 栄養学＊
◎ 公衆衛生学＊

◎ シミュレーションスキルズラボ演習 Ⅱ
◎ 健康・疾病の概念基盤ラーニング演習

◎ 人体の構造と機能 Ⅱ＊
◎ 薬理学の基礎＊

◎ 看護学概論
◎ 看護理論：人と環境の相互作用
◎ 人体の構造と機能 Ⅰ＊
◎ 微生物・感染症学＊
△ 対人関係論：心の知能指数EQ＊

△ 教育原理＊
△ 教職論＊

・ 国試1年次ガイダンス ・ 国試2年次ガイダンス
・ 国試3年次ガイダンス
・ 3年次模試 （解説授業含む）

・ 国試4年次ガイダンス
・ 4年次模試 （解説授業含む）

・ 国試対策授業①
・ 国試対策授業②

・ 夏期集中講座
・ 冬期集中講座

・ 計算問題集中講義
・ 国家試験問題利用学内模試 （解説授業含む）

・ 弱点強化講座 ・ 弱点強化講座・ 低学年模試 （解説授業含む）

△ 教育制度論＊ △ 養護教育実習＊
△ 教職実践演習（養護教諭）＊
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■ カリキュラム 看護分野における優れた教育研究実績と豊富な臨床経験を有する大学院レベルの教育力を備えた教員が指導にあたります。 複数領域を指導できる教員が多いことも特徴です。

◎ 家族看護学＊

△ 国際保健★
△ 学校保健＊
△ 養護概説

△ 生徒指導＊


